
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小6 中学受験 理科 ポイント 名前

実験のくふう・対照実験・仮説 月 日

まとめ 実験のくふう・対照実験・仮説 実験の計画と結果の読み方 標準

① 条件を1つだけ変えて比べる　② 結果を「言える・合わない・決められない」に分ける　③ 合わないこ
う補を消す

例

(1) 対照実験の組を選ぶ

調べたい条件だけをちがえる

ほかの条件はすべて同じにする

2つ以上ちがう組は使えない

実験 台 大きさ 温度 時間

① アルミ 大きい 20℃ 30分

② 木 大きい 20℃ 45分

③ アルミ 小さい 20℃ 20分

④ アルミ 大きい 30℃ 24分

台は①と②で調べる(台だけがちがう)。②と③は2つちがうの

で使えない

(2) 言える・合わない・決められない

1つだけ変えた組の結果で判断する

結果と反対なら「合わない」

変えていない条件は「決められない」

文 判定

木の台は時間が長い(①②) ○ 言える

高温ほど時間が長い(①④) × 合わない

食用色素は関係する △ 決められない

①④は24分に短くなったので×。食用色素は変えていないの

で△

(3) 原因のこう補を消す

原因なら、あるとき必ず起き、ないと

き必ず起きない

結果と合わないこう補を消す

全部の実験で合うものが残る

こう補 ① ② ③

ア 飲み物が冷たい ○ × ○

イ コップがとう明 ○ ○ ×

結果(くもった) ○ × ○

②でイは○なのに結果は×なので、イは消える。アは全部の実験

で結果と合う
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